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１ 既存文献調査 

1.1 植物 文献調査確認種一覧 

 

資表 1.1(1) 文献調査による植物リスト(1/9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 安曇野市版レッドリスト 2014 年版では「ナガレミズヒキモ」としている。  
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資表 1.1(2) 文献調査による植物リスト(2/9) 
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資表 1.1(3) 文献調査による植物リスト(3/9) 
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資表 1.1(4) 文献調査による植物リスト(4/9) 
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資表 1.1(5) 文献調査による植物リスト(5/9) 
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資表 1.1(6) 文献調査による植物リスト(6/9) 
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資表 1.1(7) 文献調査による植物リスト(7/9) 
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資表 1.1(8) 文献調査による植物リスト(8/9) 
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資表 1.1(9) 文献調査による植物リスト(9/9) 
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注 1）文献調査の出典は以下のとおりである。 

なお、「松本市史（自然編調査報告書第 2 集含む）」では、掲載されている種のうち、生育地域が対象事業実

施区域の概ね 2km の範囲を含む地域（市内各所、市街地、城山、蟻ケ崎、犬飼新田、下田、島内、岡田、熊

倉、島内梓川原、伊深、アルプス公園、鳥居山、芥子望主山、青年の家、奈良井川、梓川、菖蒲池、山田池、

中沢池、田溝上池、中池、老弥田池、水神池、老弥田上池、東部老弥田池、柴入池、田溝池、清水上池、塩

倉上池、清水池、塩倉池、大門池、東の池、神沢池、蓮池、新池、六助ノ池）であるものを抽出した。「安曇

野市版レッドデータブック 2014」では、生育環境及び市内の分布に関する記述から対象事業実施区域に合致

する環境要素（平野部、水田、草原、堤防、人為的環境、河川、河川敷、農地など）に生育するものを抽出

した。「長野県版レッドデータブック（維管束植物編）2002」では、分布地域が松本市、又は松本・塩尻市、

東筑摩地区とされている調査結果を抽出した。河川環境データベースでは、信濃川水系における地区名が梓

川橋、梓川橋上流、奈良井川合流点の調査結果を抽出した。 

A：「松本市史（自然編調査報告書第 2 集含む）」（平成 10 年 3 月 松本市） 

B：「安曇野市版レッドデータブック 2014」（平成 26 年 7 月 安曇野市） 

C：「長野県版レッドデータブック（維管束植物編）2002」（平成 14年 3 月 長野県自然保護研究所） 

D：「河川環境データベース（河川水辺の国勢調査）」（国土交通省ホームページ） 

注 2）注目すべき種は、既存文献を基に以下の選定基準から抽出した。 

①：「文化財保護法」（1950 年）に基づく天然記念物及び特別天然記念物に指定されている種又は、「文化財

保護条例（1975 年）」に基づく県天然記念物に指定されている種 

②：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（1992 年）」に基づく国内希少動植物種及び国

際希少野生動植物種及び緊急指定種に指定されている種 

③：「環境省レッドリスト 2020」（令和 2 年 3 月 環境省）に記載されている種 

④：「長野県版レッドリスト（植物編）2014」（平成 26 年 3 月 長野県）に記載されている種 

⑤：「安曇野市版レッドデータブック 2014」（平成 26 年 7 月 安曇野市）に記載されている種 

⑥：「長野県希少野生動植物保護条例（平成 15 年）」に基づく指定希少野生動植物及び特別指定希少野生動植

物（脊椎動物）に指定されている種 

注 3）①～⑥の選定基準の記号は以下のとおりである。 

①：特天：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

県天：県指定天然記念物 

②：国内一種：特定第一種国内希少野生動植物種 

国内二種：特定第二種国内希少野生動植物種 

国際：国際希少野生動植物種 

③、④、⑤：EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、 

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、留意：留意種 

なお、EX 及び EW 絶滅はリストから省いた 

⑥：特別：特別指定希少野生植物、指定：指定希少野生植物 
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1.2 動物 文献調査確認種一覧 

 

資表 1.2 文献調査による哺乳類リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）文献、選定基準については、資表 1.8 の注 1）～注 3）参照。 

 

資表 1.3(1) 文献調査による鳥類リスト(1/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A B C D ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

モグラ トガリネズミ トガリネズミ Sorex shinto ○

ジネズミ Crocidura dsinezumi ○ ○

カワネズミ Chimarrogale platycephala ○ NT
モグラ ヒメヒミズ Dymecodon pilirostris ○

ヒミズ Urotrichus talpoides ○ ○

ミズラモグラ Euroscaptor mizura ○ NT VU
アズマモグラ Mogera imaizumii ○ ○

コウモリ キクガシラコウモリ ニホンコキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus cornutus ○

キクガシラコウモリ Rhinolophus ferrumequinum ○

ニホンキクガシラコウモリ Rhinolophus ferrumequinum nippon ○

ヒナコウモリ アブラコウモリ Pipistrellus abramus ○

ヤマコウモリ Nyctalus aviator ○ ○ ○ VU VU NT
ヒナコウモリ Vespertilio sinensis ○ EN
ウサギコウモリ Plecotus sacrimontis ○

テングコウモリ Murina leucogaster ○

ニホンコテングコウモリ Murina silvatica ○ EN
オヒキコウモリ オヒキコウモリ Tadarida insignis ○ VU DD

サル オナガザル ニホンザル Macaca fuscata ○

ウサギ ウサギ ノウサギ Lepus brachyurus ○ ○

ネズミ リス ニホンリス Sciurus lis ○ ○

ホンドモモンガ Pteromys momonga ○ NT
ムササビ Petaurista leucogenys ○

ヤマネ ヤマネ Glirulus japonicus ○ 国天 NT
ネズミ ヤチネズミ Eothenomys andersoni ○

スミスネズミ Eothenomys smithii ○

ハタネズミ Microtus montebelli ○

アカネズミ Apodemus speciosus ○ ○

ホンドアカネズミ Apodemus speciosus speciosus ○

ヒメネズミ Apodemus argenteus ○

ハツカネズミ Mus musculus ○

クマネズミ Rattus rattus ○

ドブネズミ Rattus norvegicus ○

ネコ クマ ツキノワグマ Ursus thibetanus japonicus ○ ○ LP
イヌ タヌキ Nyctereutes procyonoides ○ ○

キツネ Vulpes vulpes ○ ○

イタチ テン Martes melampus ○

イタチ Mustela itatsi ○ ○

オコジョ Mustela erminea ○

ニホンアナグマ Meles meles anakuma ○ ○

ジャコウネコ ハクビシン Paguma larvata ○

ウシ イノシシ イノシシ Sus scrofa ○

シカ ホンドジカ Cervus nippon nippon ○ ○

ウシ カモシカ Capricornis crispus ○ ○ 特天

目名 科名
選定基準

種名 学名
文献調査
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資表 1.3(2) 文献調査による鳥類リスト(2/3) 
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資表 1.3(3) 文献調査による鳥類リスト(3/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）文献、選定基準については、資表 1.8 の注 1）～注 3）参照。 

 

資表 1.4 文献調査による爬虫類リスト 

 

 

 

 

 

注）文献、選定基準については、資表 1.8 の注 1）～注 3）参照。 

 

資表 1.5 文献調査による両生類リスト 

 

 

 

 

 

 

 

注）文献、選定基準については、資表 1.8 の注 1）～注 3）参照。 

 

  

A B C D ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

有鱗 カナヘビ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides ○

タカチホヘビ タカチホヘビ Achalinus spinalis ○ DD
ナミヘビ シマヘビ Elaphe quadrivirgata ○ ○

アオダイショウ Elaphe climacophora ○ ○

ジムグリ Euprepiophis conspicillatus ○

シロマダラ Dinodon orientale ○ ○ DD DD
ヒバカリ Hebius vibakari vibakari ○ ○ DD DD
ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus ○ ○

クサリヘビ ニホンマムシ Gloydius blomhoffii ○

科名目名 学名種名
選定基準文献調査

A B C D ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

有尾 サンショウウオ ハコネサンショウウオ Onychodactylus japonicus ○

オオサンショウウオ オオサンショウウオ Andrias japonicus ○ VU
イモリ アカハライモリ Cynops pyrrhogaster ○ ○ ○ NT NT NT

無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus ○

アマガエル ニホンアマガエル Hyla japonica ○ ○

アカガエル タゴガエル Rana tagoi tagoi ○

ナガレタゴガエル Rana sakuraii ○ DD
ヤマアカガエル Rana ornativentris ○ ○

トノサマガエル Pelophylax nigromaculatus ○ ○ NT NT NT
トウキョウダルマガエル Pelophylax porosus porosus ○ ○ ○ NT VU NT
ウシガエル Lithobates catesbeianus ○

ツチガエル Glandirana rugosa ○ ○ VU VU
アオガエル シュレーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii ○

カジカガエル Buergeria buergeri ○ ○

目名 科名 種名 学名
選定基準文献調査



資-14 

資表 1.6 文献調査による魚類リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）文献、選定基準については、資表 1.8 の注 1）～注 3）参照。 

 

資表 1.7(1) 文献調査による昆虫リスト(1/20) 

 

 

 

  

A B C D ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ類 Lethenteron sp.N and/or sp.S ○ ○ ○ VU VU NT
ウナギ ウナギ ニホンウナギ Anguilla japonica ○ ○ EN EW EW
コイ コイ コイ（型不明） Cyprinus carpio ○ ○

ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri ○ EN
ギンブナ Carassius sp. ○ ○

タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus ○

オイカワ Opsariichthys platypus ○ ○

アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri ○ ○

ウグイ Tribolodon hakonensis ○ ○

モツゴ Pseudorasbora parva ○ ○

タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus ○

カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus ○ ○

ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ○ ○ ○ NT DD DD
シマドジョウ種群 Cobitis biwae complex ○ ○

ホトケドジョウ Lefua echigonia ○ ○ EN VU VU
ナマズ アカザ アカザ Liobagrus reinii ○ ○ ○ VU NT VU
サケ キュウリウオ ワカサギ Hypomesus nipponensis ○

アユ アユ Plecoglossus altivelis altivelis ○ ○ CR EW
サケ ブラウントラウト Salmo trutta ○

ヤマトイワナ Salvelinus leucomaenis japonicus ○ ○ NT
ニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius ○ ○ ○ ○ DD NT NT
ニジマス Oncorhynchus mykiss ○ ○

サケ Oncorhynchus keta ○ EW EW
サクラマス（ヤマメ） Oncorhynchus masou masou ○ ○ ○ NT NT NT
サツキマス（アマゴ） Oncorhynchus masou ishikawae ○ ○ NT NT

ダツ メダカ ミナミメダカ Oryzias latipes ○ ○ VU VU CR+EN
スズキ サンフィッシュ ブルーギル Lepomis macrochirus macrochirus ○

オオクチバス Micropterus salmoides ○ ○

カジカ カジカ Cottus pollux ○ ○ ○ ○ EN NT NT
ハゼ カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus ○

トウヨシノボリ類 Rhinogobius sp.OR unidentified ○

選定基準文献調査
目名 科名 種名 学名



資-15 

資表 1.7(2) 文献調査による昆虫リスト(2/20) 
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資表 1.7(3) 文献調査による昆虫リスト(3/20) 
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資表 1.7(4) 文献調査による昆虫リスト(4/20) 
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資表 1.7(5) 文献調査による昆虫リスト(5/20) 
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資表 1.7(6) 文献調査による昆虫リスト(6/20) 
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資表 1.7(7) 文献調査による昆虫リスト(7/20) 
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資表 1.7(8) 文献調査による昆虫リスト(8/20) 
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資表 1.7(9) 文献調査による昆虫リスト(9/20) 
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資表 1.7(10) 文献調査による昆虫リスト(10/20) 
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資表 1.7(11) 文献調査による昆虫リスト(11/20) 
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資表 1.7(12) 文献調査による昆虫リスト(12/20) 
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資表 1.7(13) 文献調査による昆虫リスト(13/20) 
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資表 1.7(14) 文献調査による昆虫リスト(14/20) 
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資表 1.7(15) 文献調査による昆虫リスト(15/20) 
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資表 1.7(16) 文献調査による昆虫リスト(16/20) 
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資表 1.7(17) 文献調査による昆虫リスト(17/20) 

 

 

  



資-31 

資表 1.7(18) 文献調査による昆虫リスト(18/20) 
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資表 1.7(19) 文献調査による昆虫リスト(19/20) 
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資表 1.7(20) 文献調査による昆虫リスト(20/20) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）文献、選定基準については、資表 1.8 の注 1）～注 3）参照。 
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資表 1.8 文献調査によるその他の無脊椎動物リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）文献調査の出典は以下のとおりである。 

なお、「松本市史（自然編調査報告書第 1 集含む）」では、掲載されている種のうち、生息地域が対象事業実

施区域の概ね 2km の範囲を含む地域（城山、蟻ヶ崎、犬飼新田、下田、梓川、山田、岡田、下岡田、島内、

平瀬、伊深、安土、田溝、塩倉、松岡、山田池、アルプス公園（下）、田溝池、芥子望主山、鳥居山）である

ものを抽出した。「安曇野市版レッドデータブック 2014」では、生育環境及び市内の分布に関する記述から

対象事業実施区域に合致する環境要素（平野部、水田、草原、堤防、人為的環境、河川、河川敷、農地など）

に生息するものを抽出した。「長野県版レッドデータブック（動物編）2004」では、分布地域が松本市、又は

分布地域のメッシュ区分が豊科とされている種を抽出した。河川環境データベースでは、信濃川水系におけ

る地区名が梓川橋、梓川橋上流、奈良井川合流点奈良井川合流部の調査結果を抽出した。（鳥類は熊倉のみを

抽出） 

A：「松本市史（自然編調査報告書第 1 集含む）」（平成 9 年 3 月 松本市） 

B：「安曇野市版レッドデータブック 2014」（平成 26 年 7 月 安曇野市） 

C：「長野県版レッドデータブック（動物編）2004」（平成 16 年 3 月 長野県自然保護研究所） 

D：「河川環境データベース（河川水辺の国勢調査）」（国土交通省ホームページ） 

注 2）注目すべき種は、既存文献を基に以下の選定基準から抽出した。 

①：「文化財保護法」（1950 年）に基づく天然記念物及び特別天然記念物に指定されている種又は、「文化財

保護条例（1975 年）」に基づく県天然記念物に指定されている種 

②：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（1992 年）」に基づく国内希少動植物種及び国

際希少野生動植物種及び緊急指定種に指定されている種 

③：「環境省レッドリスト 2020」（令和 2 年 3 月 環境省）に記載されている種 

④：「長野県版レッドリスト（動物編）2015」（平成 27 年 3 月 長野県）に記載されている種 

⑤：「安曇野市版レッドデータブック 2014」（平成 26 年 7 月 安曇野市）に記載されている種 

⑥：「長野県希少野生動植物保護条例（平成 15 年）」に基づく指定希少野生動植物及び特別指定希少野生動植

物（脊椎動物）に指定されている種 

注 3）①～⑥の選定基準の記号は以下のとおりである。 

①：特天：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

県天：県指定天然記念物 

②：国内一種：特定第一種国内希少野生動植物種 

国内二種：特定第二種国内希少野生動植物種 

国際：国際希少野生動植物種 

③、④、⑤：EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、 

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、留意：留意種 

なお、EX 及び EW 絶滅はリストから省いた 

⑥：特別：特別指定希少野生植物、指定：指定希少野生植物 

 

 

A B C D ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ゴマガイ ヒダゴマガイ Diplommatina hidaensis ○ ○ VU NT
タニシ マルタニシ Cipangopaludina chinensis laeta ○ ○ VU NT VU

オオカミガイ ケシガイ ケシガイ Carychium pessimum ○ ○ NT 留意 NT
モノアライガイ モノアラガイ コシダカヒメモノアラガイ Fossaria truncatula ○ DD CR+EN

モノアラガイ Radix auricularia japonica ○ ○ ○ NT NT NT
ヒラマキガイ ヒラマキミズマイマイ Gyraulus chinensis ○ ○ ○ DD 留意 DD

ヒラマキガイモドキ Polypylis hemisphaerula ○ ○ NT NT NT
マイマイ キバサナキガイ ヤマトキバサナギガイ Vertigo japonica ○ VU VU

ベッコウマイマイ ヒメハリマキビ Parakaliella pagoduloides ○ ○ NT 留意 NT
オオウエキビ Trochochlamys fraterna ○ ○ DD 留意 NT

ニッポンマイマイ カワナビロウドマイマイ Nipponochloritis kawanai ○ ○ NT VU NT
コシタカコベソマイマイ Satsuma fusca ○ ○ NT NT NT

オナジマイマイ クロイワマイマイ Euhadra senckenbergiana senckenbergiana ○ NT
カタマメマイマイ Lepidopisum conospira ○ VU CR+EN

イシガイ イシガイ カラスガイ Cristaria plicata ○ EN 留意

エビ イワガニ モクズガニ Eriocheir japonicus ○ CR+EN

ニナ
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